　本日は、今月2回目の理事会に、ご出席を頂き、まことにありがとうございます。

　今日は、今期の事業計画案、各部の委員の決定、それから総会に向けての決算等が主題となると思いますが、よろしくお願いいたします。

　さて、東北地方太平洋地震から、40日余りが経過しましたが、いまだに毎日のように報道がされているように、なかなか先の見えない状態が続いております。

そのような中で、我々の仲間である日歯会員も4月7日現在、岩手県で3名、宮城県で5名、福島県で1名の計9名の方がなくなられているということで、改めてご冥福をお祈りしたいと思います。

　今我々にできることは、身元確認作業や、避難所での歯科治療などのお手伝いですが、岩歯からも数名の先生に手を揚げて頂きましたが、まだ要請がない状態です。今後、要請があった場合には、岩歯の会員として、派遣される先生方に何ができるのか、そのようなことも考えていかなければならかいなと思います。

　そして、我々が今すぐできることといえば、義援金拠出ということですから、これらのことを総会に向けて考えて頂きたいと思います。

　それから、日歯のほうは、大久保会長が、再任ということで、4月5日号の日歯広報に事業計画の基本方針が掲載されていますが、高齢者の生きがいを支えるために、｢食べること｣と「体を動かすこと」の二つを連動させた国民運動を関係団体と連携して展開させるということ、そして、要介護者などに対して、切れ目のない歯科医療を提供することで、歯科医療から「介護」を支えるということで、歯科医療が診療室での完結する医療にとどまらず、患者の生きがいを支える医療へと発展していくことを、考えているようで、我々の岩歯も公益法人改革に伴い、この後の2年後に法人として、何ができるのか、そして、若い先生方がそれらを引き続き継承してもらえるような環境をどのように作っていくのかを考えていかなければならないと思います。

　今後2年間、皆さんのご協力をお願いして、簡単ですが、ご挨拶とさせていただきます。
